


　

町
民
へ
の
対
応

◆
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
情
報
を
発
信
す
る
際
、
わ

か
り
や
す
い
表
現
で
疑
問
や

不
安
を
解
消
し
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
提
供
に
努
め
る

こ
と
。

　

危
機
管
理
体
制

◆
感
染
症
対
策
室
職
員
は
、

本
来
の
業
務
と
兼
任
し
て
お

り
負
担
が
大
き
い
。
長
期
化

す
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
専
念
で

き
る
よ
う
職
員
を
配
置
す
る

こ
と
。

◆
住
民
が
会
合
な
ど
を
開
催

す
る
際
、
判
断
基
準
と
な
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
感
染
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
周
知

す
る
こ
と
。

◆
町
総
合
防
災
訓
練
で
、
災

害
発
生
時
の
感
染
防
止
策
を

考
え
た
避
難
方
法
を
、
住
民

に
周
知
す
る
こ
と
。

　

公
共
施
設
感
染
防
止
対
策

◆
施
設
職
員
が
感
染
し
た
場

合
、
専
門
業
者
に
よ
る
消
毒

作
業
を
実
施
し
、
感
染
経
路

の
究
明
と
拡
大
防
止
に
努
め
、

周
知
を
図
る
こ
と
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

◆
希
望
者
が
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
個
別
・
訪
問

接
種
の
体
制
整
備
を
図
る
ほ

か
、
予
約
日
時
の
指
定
も
検

討
す
る
こ
と
。

◆
障
が
い
者
や
介
護
従
事

者
・
教
員
・
保
育
士
な
ど
の

優
先
接
種
の
拡
大
。

◆
会
場
に
行
く
こ
と
が
困
難

な
希
望
者
の
支
援
策
を
検

討
・
実
施
す
る
こ
と
。　

　

事
業
者
へ
の
経
営
支
援
策

◆
支
援
策
の
周
知
と
、
未
申

請
者
を
把
握
し
積
極
的
に
申

請
を
呼
び
か
け
る
こ
と
。

◆
申
請
方
法
の
整
備
と
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
。

◆
税
や
社
会
保
険
料
な
ど
の

各
種
納
付
猶
予
期
間
終
了
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
支
援

策
を
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
。

◆
事
業
者
の
要
望
を
踏
ま
え

た
支
援
の
充
実
の
た
め
、
定

期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る
こ
と
。

　

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
策

◆
き
め
細
や
か
な
相
談
支
援

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

失
業
者
や
低
所
得
者
に
対
し

て
新
た
な
生
活
支
援
策
を
検

討
・
実
施
す
る
こ
と
。

　

本
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
、
７
月
15
日
現
在
で

94
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
職
員
の
感
染
も
12
人
と
増
え
て
お
り
、
新
年

度
早
々
こ
ど
も
園
休
園
や
窓
口
閉
鎖
な
ど
、
一
時
的
で
は
あ
り
ま
す
が
一
部

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
町
の
状
況
を
鑑
み
、
議
会
は
常
任
委
員
会
ご
と
に
支
援
対
策

を
取
り
ま
と
め
、
６
月
１
日
に
早
坂
忠
幸
議
長
と
伊
藤
淳
副
議
長
が
、
猪

股
洋
文
町
長
に
直
接
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
方
法
の
改
善
や
、
地
域
経
済
の
支
援
策
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
、
議
会
と
し
て
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

緊急
対策

要
望
書
の
主
な
内
容



　

要
望
書
提
出
後
、
６
月
23

日
の
全
員
協
議
会
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
状
況
と
今
後
の

予
定
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
歳
か
ら
64
歳
の
集
団
接

種
は
、
加
美
郡
医
師
会
と
協

議
の
も
と
早
期
完
了
を
図
り
、

国
が
示
す
接
種
順
位
に
よ
ら

ず
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
12
歳
か
ら
15
歳

の
実
施
は
、
医
師
会
と
協

議
・
検
討
中
の
た
め
未
定
で

す
。

【
対
象
者
】

16
～
64
歳
…
１
１
３
３
７
人

12
～
15
歳
…
７
１
７
人

【
期
間
】

１
回
目
…
７
／
10
～
28

２
回
目
…
７
／
31
～
８
／
22

【
一
日
の
接
種
人
数
】

４
２
０
～
８
４
０
人
（
バ
ッ

ハ
ホ
ー
ル
・
宮
崎
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

８
４
０
～
１
６
８
０
人
（
や

く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
）

64
歳
以
下
の
集
団
接
種　

８
月
中
の
早
期
完
了
へ

 

12
歳
か
ら
15
歳
の
実
施
は
未
定

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

【
接
種
券
】

16
～
64
歳
…
２
回
に
分
け
て

６
月
下
旬
発
送
済
み

12
～
15
歳
…
発
送
は
未
定

【
予
約
受
付
】

接
種
券
が
届
き
次
第
予
約
可

能
。
専
用
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
音
声
案
内
で
対
応
。

２
回
分
同
時
に
受
付
。

　

町
で
は
現
在
、
プ
レ
ミ
ア

ム
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
の
期
間
中
、
町
内
の
対

象
店
舗
に
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
（
ペ
イ
ペ
イ
）
」
を
利

用
し
て
支
払
い
を
す
る
こ
と

で
、
支
払
い
額
の
20
％
分
が

ポ
イ
ン
ト
還
元
（
上
限
あ

り
）
さ
れ
る
も
の
で
す
。

住
民
・
事
業
者
へ
の
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
よ

る
非
接
触
型
決
済
の
導
入
促

進
と
、
町
内
小
中
規
模
店
舗

へ
の
経
済
支
援
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
対
象
店

舗
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。



６ 月
定例会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
な
ど
24
議
案
が
町
長
よ
り

提
出
さ
れ
、
23
件
を
審
議
し
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
１
件
は
会
期
中
に
提
出
の
取

り
下
げ
が
あ
り
、
後
日
臨
時
会
に
て
審
議
し

可
決
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
は
６
月
８
日
か
ら
９
日
ま
で

の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
政
運

営
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
加
美
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
基
金
条
例
の
制
定
や
、
消
防
ポ
ン
プ

積
載
車
・
除
雪
車
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
、

報
告

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

８
件

承
認 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

４
件

条
例 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
件

補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

２
件

工
事
請
負
変
更
契
約 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
件

物
品
購
入
契
約 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

３
件

人
事
案
件 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

４
件

議案
審議

公共施設の管理運営のため

 基 金 を 創 設
　

加
美
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
公
共
施
設
な
ど

の
適
正
な
配
置
や
効
率
的
な

管
理
運
営
を
進
め
て
い
く
た

め
、「
加
美
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
と
、
そ
の

実
施
に
つ
い
て
「
加
美
町
公

共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
を
進
め
る

上
で
、
財
政
負
担
の
軽
減
と

平
準
化
を
図
る
た
め
、
基
金

を
創
設
し
、
今
後
見
込
ま
れ

る
公
共
施
設
の
改
修
・
修
繕
・

除
去
な
ど
に
必
要
な
経
費
の

財
源
と
し
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
で
な
く
、
基

金
を
創
設
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

公
共
施
設
の
統
廃
合

な
ど
、
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
い
た
事
業
へ
の
充
当

を
目
的
と
し
て
、
積
み
立
て

を
行
う
た
め
で
あ
る
。

　

基
金
へ
の
積
立
金
は

ど
の
よ
う
に
し
て
捻
出

す
る
の
か
。

　

町
有
地
・
公
共
施
設

売
却
の
際
に
、
そ
の
収

入
を
積
み
立
て
る
。

人

事

案

件

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教 育 委 員固定資産評価審査委員

任期は、令和3年6月26日
から４年間

【新任】
深　澤　知　里 さん
（中新田・白子田）

賛成１６　反対０

【再任】
渡　邊　俊　次 さん
（宮崎・東町）

【新任】
小笠原　千　佳 さん
（中新田・下多田川）

【新任】
佐　藤　和　枝 さん
（小野田・下区）

任期は、令和3年6月23日
から３年間



　６月定例会では、一般会計として歳入歳出それぞれ２億５７３万

６，０００円を増額し、総額１３４億１，０１１万２，０００円とする

補正予算を可決しました。

Pick up1

Pick up2

「
音
楽
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
Ｐ
Ｒ
動
画
に

１
０
０
万
円
増
額

補正
予算

　

文
化
芸
術
活
動
情
報

発
信
の
内
容
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活

動
制
限
の
中
で
文
化
芸

術
活
動
を
伝
承
及
び
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
動
画
制
作
・
配
信

で
あ
る
。
町
内
の
４
団
体
に

委
託
ま
た
は
補
助
し
て
い
る
。

　

今
回
、
国
立
音
楽
院
に
委

　

東
京
オ
リ
パ
ラ
加
美
町
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
へ
の
補
助
金

の
内
容
は
。

　

国
立
音
楽
院
以
外
の

３
つ
と
は
。

　

虎
舞
保
存
会
と
中
新

田
打
ち
刃
物
の
伝
統
継

承
動
画
、
観
光
大
使
に
よ
る

町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
３
事
業
で

あ
る
。

チリ選手団受け入れに

２３４万３，０００円増
額

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
移
動
の
制
限
に

伴
う
、
貸
切
バ
ス
の
使
用
と
宿
泊

日
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

託
し
て
い
る
「
音
楽
を
通
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
Ｐ
Ｒ
動
画

の
、
制
作
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

対
策
と
配
信
設
備
の
費
用
と

し
て
１
０
０
万
円
を
追
加
計

上
す
る
。

Pick 
up1

Pick 
up2



　

ゆ
～
ら
ん
ど
施
設
内
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
、
犬
同
伴
の

客
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
ド
ッ
グ
ラ

ン
に
改
修
し
て
利
用
料
を
設

定
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

６
月
７
日
に
産
業
経
済
常

任
委
員
会
で
現
地
視
察
を
行

い
、
改
修
後
の
状
況
や
周
辺

施
設
へ
の
影
響
な
ど
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
も
宿
泊
可
能

な
コ
テ
ー
ジ
を
増
や
す

考
え
は
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
改
修

す
る
に
あ
た
り
、
全
５

棟
の
内
、
２
棟
を
ペ
ッ
ト
宿

泊
可
能
と
す
る
。
今
後
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
、
棟
数
を
増
や
す
か
ど
う

か
公
社
内
で
検
討
し
て
い
く
。

　

ペ
ッ
ト
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
宿
泊
客
へ
の
対

応
は
。

　

予
約
・
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
に
説
明
す
る
ほ
か
、

公
社
内
で
清
掃
の
内
容
を
検

討
し
て
い
る
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
利
用
料
を
徴
収
し
な
い
お
試

し
期
間
と
し
て
、
６
月
１
日
よ
り
一
般
開
放
し
て

い
ま
し
た
。
議
会
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
産
業
経

済
常
任
委
員
会
が
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

臨時会

「
わ
ん
！
パ
ー
ク
す
み
か
わ
」
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

 

ゆ
～
ら
ん
ど
を
愛
犬
と
滞
在
で
き
る
施
設
へ

６/７産業経済常任委員会が現地視察

　６月定例会において議案提出の取り下げがあった、加美町宮崎温

泉施設等条例の一部改正について審議し可決しました。

改正前

改正後

テニスコート

１コート１時間当たり　５００円

ドッグラン

１頭１日当たり 　１，０００円

※コテージに宿泊する場合は無料



加美町立認定こども園

発言順1

発言順3

発言順5

発言順7

発言順2

発言順4

発言順6

発言順8

柳川　文俊 （やながわ ふみとし）

一條　　寛 （いちじょう ひろし）

味上 庄一郎 （みかみ しょういちろう）

髙橋　聡輔 （たかはし そうすけ）

伊藤　由子 （いとう ゆうこ）

佐々木 弘毅 （ささき こうき）

米木　正二 （よねき しょうじ）

木村　哲夫 （きむら てつお）

8ページ

10ページ

12ページ

14ページ

9ページ

11ページ

13ページ

15ページ

　65歳以上の高齢者５人に１人、75歳

以上は３人に１人が要介護・要支援と

なっている。将来とも安心して介護

サービスが受けられるためには、介護

従事者の確保が喫緊の課題である。

　高齢化と人口減少で地域力が低下

する中で、地域力を高めるためには

行政区の再編など対応策を急ぐ必要

を感じて。

　汚染牧草は、すき込みと焼却処理

を同時に進めなければ、加美町から

永久に無くならないとの思いから。

•より多くの人が世界農業遺産に関

心を。

•東北陶磁文化館の収蔵品は町の財

産では。

　地球規模の温暖化も気になるが、

まずは足元の我が町のことを考えた

い。予防原則にのっとって予見でき

る危険は除去したいので建設場所・

設置基数などに注文をつけたい！

•コロナ禍の中、教育現場、介護現

場の前線で仕事をする人たちへの優

先接種をすべきでは。

•やがて加美町を背負う子どもたち

の教育により関心を！

　町民一人ひとりが地域社会の豊か

さを感じ、安全に、安心して暮らし

続けることができるまちづくりが重

要と考えて。

　町民のみなさんの暮らしが少しで

も楽になるように、加美町の経済状

況がどのようになっているかを分析

し、課題と対策を共に考える。

　一般質問とは、 議員が町政全般に関して、 町長や教育長など執行機関に対し質問することで、 各

定例会 （年４回） に行われます。



柳 川 文 俊 議員



伊 藤 由 子 議員



一 條 　 寛 議員

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
は



Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
取
り
組
み
は

佐々木 弘毅 議員

Check
　

児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
の
端
末
を
配
付
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
く
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む
教
育
で
あ
る
。

　

通
信
環
境
の
無
い
家
庭
に
、通
信
機
器（
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
）の
貸
し
出
し
を
検
討
し
て
い
る
。



味上 庄一郎 議員

町

の

危

機

管

理

体

制

は



米 木 正 二 議員



髙 橋 聡 輔 議員

陶

磁

館

収

蔵

品

の

行

方

は



木 村 哲 夫 議員

Check
　

経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
事
務
局
）
が
提
供
し
て
い
る
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
。
地
方
創
生
の
様
々
な
取
り
組
み
を
情
報
面
か
ら
支
援
す

る
こ
と
が
目
的
。

　

自
治
体
職
員
や
、
地
域
の
活
性
化
に
関
心
を
持
つ
様
々
な

分
野
の
人
々
に
、
効
果
的
な
施
策
の
立
案
・
実
行
・
検
証
な

ど
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。



振興公社の新たな取り組み

やくらいサイズゴルフ倶楽部　運営状況
議員会

ＪＲＥ宮城加美町ウインドファーム

風力発電工事状況を確認議員協議会

　

一
部
町
有
地
を
含
む
漆
沢

大
野
周
辺
に
10
基
の
風
力
発

電
機
を
設
置
す
る
「
Ｊ
Ｒ

Ｅ
宮
城
加
美
町
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
」
の
工
事
を
、
町

職
員
同
行
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

設
置
予
定
10
基
の
う
ち
、

４
基
が
土
木
工
事
を
終
え
て

基
礎
工
事
に
取
り
掛
か
か
っ

て
い
ま
す
。
全
て
の
工
事
・

検
査
が
終
了
し
て
運
転
を
開

　

㈱
加
美
町
振
興
公
社
は
、

観
光
資
源
の
活
用
や
地
域
産

業
の
好
循
環
促
進
な
ど
、
６

つ
の
戦
略
を
立
て
、
観
光
産

業
の
振
興
、
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

振
興
公
社
の
「
持
続
可
能

な
加
美
町
の
価
値
向
上
と
人

流
創
造
を
目
指
し
た
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
阿
部
社
長

か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
、
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
の

た
め
に
、
観
光
の
振
興
が
大

き
く
関
わ
る
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

や
く
ら
い
サ
イ
ズ
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
の
営
業
状
況
や
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
コ
ー
ス
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

企
業
努
力
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
被
害
対
策
や
芝
の
病
害
対

策
の
結
果
、
コ
ー
ス
の
状
態

は
昨
年
に
比
べ
大
幅
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

し
く
始
ま
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

事
業
も
、
建
物
土
台
の
造
成

が
行
わ
れ
て
お
り
、
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

始
す
る
の
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

建
設
に
伴
う
土
砂
災
害
な

ど
の
危
険
性
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
雨
水
対
策
や

地
盤
調
査
の
実
施
、
県
へ
の

林
地
開
発
許
可
手
続
き
な
ど
、

安
全
に
最
大
限
配
慮
し
て
工

事
を
進
め
て
い
る
と
い
う
回

答
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

研修

視察



　

Ｑ
１　

議
員
に
な
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

旧
中
新
田
町
時
代
に
「
婦
人
の
翼
」
と
い
う
海
外
研
修

で
、
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ス
バ
ッ
ハ
の
市
長
・
議
長
と
の
懇
談
の

際
「
議
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
夜
や
休
日
に
議
会
を
開
催
」

と
の
話
に
感
動
し
ま
し
た
。
働
き
盛
り
・
子
育
て
真
っ
只
中

の
若
い
世
代
は
と
も
か
く
、
我
々
世
代
の
議
員
は
、
ド
イ
ツ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
み
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
美
町
議
会
で
は
マ
イ
カ
ッ
プ
持
参
、
飲
ん
だ
後
は
各
自

が
洗
う
。
昼
食
の
お
弁
当
容
器
も
残
飯
は
別
に
し
、
き
っ
ち

り
重
ね
て
ご
み
の
分
別
・
減
量
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

見
た
と
き
は
思
わ
ず
い
い
ね
！　

と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
な

と
こ
ろ
も
考
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

Ｑ
２　

加
美
町
へ
の
想
い
や
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
皆
で
助
け
合
い
な

が
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
達

に
は
町
政
に
興
味
を
持
ち
、
議
会
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
生
き

生
き
楽
し
く
暮
ら
せ
る
、
キ
ラ
リ
と
光
る
田
舎
町
に
な
っ
た

ら
最
高
で
す
。

　

Ｑ
１　

議
員
に
な
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

就
任
当
初
か
ら
決
め
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
活
動
内
容
を

記
し
た
「
み
や
ざ
き
民
報
」
の
発
行
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
特

集
号
を
含
め
３
号
ま
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
議
員
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
の

声
を
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
４
カ
月
が
経
ち
、
議
会
は
じ
め
委

員
会
へ
の
出
席
な
ど
、
思
っ
た
以
上
に
忙
し
い
、
こ
れ
が
実

感
で
す
。

　

Ｑ
２　

加
美
町
へ
の
想
い
や
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

合
併
し
て
18
年
、
職
員
の
顔
ぶ
れ
も
半
数
以
上
変
わ
り
、

時
の
早
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と
は
、

職
員
の
皆
さ
ん
は
よ
く
勉
強
し
、
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
大
切
な
人
財
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
「
か
じ
取
り

役
」
と
し
て
、
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
お
せ
っ
か
い
な
こ

と
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
普
及
で
、
会
話
を
す
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
本
を
読
む
と
、
心
が
豊
か
に
な
る
、
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
書
す
る
習
慣
を
身
に
着
け
て
ほ
し
い
。

　

Ｑ
１　

議
員
に
な
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

先
輩
の
皆
さ
ん
、
よ
く
勉
強
さ
れ
て
い
て
感
心
し
ま
す
。

「
町
民
の
声
を
届
け
ま
す
」
と
皆
さ
ん
に
約
束
し
た
の
で
、

し
っ
か
り
と
学
び
、
必
要
な
声
を
提
案
し
な
が
ら
届
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
結
構
忙
し
い
仕
事
が
あ
る
も
の
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
若
い
世
代
の
人
達
に
し
っ
か
り
バ
ト
ン
を
渡

せ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｑ
２　

加
美
町
へ
の
想
い
や
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

私
の
大
好
き
な
故
郷
で
す
。
大
好
き
な
友
人
、
仲
間
た
ち

が
い
る
こ
の
町
で
仕
事
、
家
庭
を
持
ち
、
友
人
、
仲
間
た
ち

か
ら
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
の

山
、
川
で
遊
び
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
次

世
代
に
良
き
時
代
と
環
境
を
語
り
継
ぎ
、
残
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
然
の
中
で
遊
び
、
お
年
寄
り
を
大

切
に
で
き
る
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
加
美
町
の
町
民

憲
章
に
あ
る
よ
う
に
、
夢
の
あ
る
若
鮎
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

尾 出 弘 子 議員
（６８才）

中新田・下新田下
産業経済常任委員会
議会広報常任委員会

柳 川 文 俊 議員
（６９才）
宮崎・根岸

総務建設常任委員会
議会広報常任委員会

佐々木 弘毅 議員
（６９才）
中新田・南町

教育民生常任委員会
議会広報常任委員会

特別
企画

新
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
員
に
な
っ
て
想
う
こ
と



追跡シリーズ

あれからどうなった
令和元年６月・９月定例会の一般質問内容が、その後どう取り組まれたかをお知らせします。

■古川方面へのバスの整備は

■制度上、 運行はできない

　古川方面へ通学する学生は、何

度か乗り継いだり祖父母に送迎さ

れて登校している。

　古川方面に通う高校生を送迎す

るスクールバスは導入できない

か。

　通学専用バスの提案があったが、

少し時間をいただいて検討する。

　町の住民バスが運行できる範囲は、民

間事業者のバスが運行していない交通空

白地域に限られます。

　東北運輸局にも確認しましたが、ミヤ

コーバス色麻線が、色麻町から中新田を

通り古川まで運行しているため、どのよ

うな手段であれ、地域公共交通会議での

合意が得られず、運行できないとの回答

でした。

■外国人の受け入れ体制は

■ことばの壁の不安を解消

　外国人人材受け入れの環境整備

が必要では。

　各住民窓口に多言語の通訳機（ポ

ケトーク）を設置する。

　令和元年７月に、町民課及び各支所の窓

口に７４言語対応の通訳機を設置しまし

た。技能実習生などの外国籍の町民が年々

増加する中、円滑にサービスを提供するた

めの体制を整えています。また、ＡＬＴや

チリ選手団との交流など、窓口業務以外の

様々な場面でも活用しています。



トピックス

次回の定例会は

９月中旬頃
から開催です

　賛成、反対について、全議員の意見を載

せた方がよいと思います。結果として「不

認定」としても、その全体の理由が聞きた

いものです。

　決算審査に限らず、議案審議の際に討論

があった場合は、討論を行った全議員分の

内容を掲載していますが、その他の議員の

質疑を掲載することは紙面の都合上難しい

と考えています。

　認定・不認定の結果だけではなく、その

大きな要因など、審議の内容を正確に分か

りやすくお伝えするよう努めます。

表紙写真の紹介

議会だよりへ一言議会だよりへ一言

旭地区・田植え体験

（５月３０日）

　今年４月、旭地区の「宮

崎西部地区コミュニティ

推進協議会」が地域運営

組織としてスタート。そ

の中の若者世代の集ま

り「旭プロジェクト」が、

地域の子ども達を対象に

昔ながらの田植え体験を

実施しました。

　写真の作業は枠回しと

いって、土に苗を植える

目印をつけています。２

人の一生懸命な姿に、思

わず「頑張れ！」と声を

かけたくなりますね。

議会傍聴について

インターネットで議会を生中継しています

　議会定例会の日程は、開会前に各家庭にチラシを配

布してお知らせします。

　議会の傍聴については、新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から自粛をお願いしています。中新田

本庁舎や小野田・宮崎支所にて中継映像を視聴できる

ほか、インターネットでも生中継しておりますので、

そちらでのご視聴をお願いします。

　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　昨年度より引き続きご協力いただく８人を含む、

計１８人に委嘱状を交付しました。今年度も新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から、委嘱状交

付式は行わず郵送での交付となりました。

　モニターからのご意見は、議会広報活動に大いに

活用させていただきながら編集に努めていきます。

また、町民の皆さんからも議会だよりへのご意見・

ご感想をお待ちしております。

　インターネット上で、議会の生中継を視聴できます。

「加美町議会映像配信」と検索するか、下のＱＲコー

ドをスマートフォンで読み取り、映像配信ページまで

アクセスをお願いします。

　詳細は町ホーム

ページに掲載して

います。

ＱＲコード

議会中継を

スマホから

議会だよりモニター委嘱

議会だよりにご意⾒を 　議会だより７１号（令和２年１１月１日発行）

に対する議会だよりモニターからのご意見・ご感

想を紹介します。

モニター

広報委員
会として



加美町の大自然を遊びつくそう！

　

目
は
口
ほ
ど
に
物
を
い
う
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
表
情
に
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写
真
は
、
か

な
り
の
活
字
量
に
相
当
す
る
と

か
。
新
聞
な
ど
で
マ
ス
ク
を
つ

け
た
写
真
に
違
和
感
を
感
じ
な

く
な
っ
た
の
も
、
コ
ロ
ナ
対
策

で
納
得
し
て
い
る
か
ら
か
。

　

年
４
回
発
行
と
は
言
え
、
毎

号
、
本
誌
の
表
紙
を
飾
る
写
真

に
は
特
に
神
経
を
使
い
ま
す
。

一
枚
の
写
真
か
ら
、
ホ
ッ
ト
な

話
題
が
広
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
か
が
１
枚
、
さ
れ
ど
重

要
な
１
枚
で
す
。

　

一
年
延
期
を
し
て
の
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

し
ま
し
た
。
開
催
地
・
東
京
は

無
観
客
試
合
に
。
記
録
に
期
待

し
な
が
ら
…
…

「
が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
」

 

（
柳
川　

文
俊
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

編
集
委
員

　
　

 

委
員
長　

味
上
庄
一
郎

　
　

 

副
委
員
長　

柳
川　

文
俊

　
　

 

委　
　

員　

尾
出　

弘
子

　
　

 　

 

〃 　
　

佐
々
木
弘
毅

　
　

 　

 

〃 　
　

髙
橋　

聡
輔

　
　

 　

 

〃 　
　

木
村　

哲
夫

活動日時　春・夏・秋
活動場所　加美町の山・川
代 表 者 　渋谷　英博
連 絡 先 　090-8258-4614

青
砥
七
郎
区
長


